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○五十嵐吉也委員長 他にご質疑ございませんか。 

  菊地委員。 

○菊地とも子副委員長 私からは１点だけ質疑をさせていただきます。 

  きたかた応援大使事業なんですが、先日の質疑の中で平成27年は31名、平成29年度は１名ふやし

て応援大使を32名にしたと。毎年意見交換会も開催している中で意見交換会に出席される方、大体

15名から17名ぐらいで、大使の中身を聞いたんですが、大体同じメンバーが交換会に参加している

と。せっかく32名もいることなので、やはり全員が参加できるような体制をつくっていかなければ

ならないと思いますし、これだけ意見交換会をしているので目に見えての交換があるのかと聞いた

ときに、目に見えてはまだまだですという答弁がありましたので、もったいないなとすごく思うん

ですね。せっかく、この応援大使の役割というのは大変重要でありますし、応援大使の活躍を期待

しているんです。その中でこういった内容だったわけで少しがっかりしたんですけれども。 

  市長も変わったことでありますし、マンネリ化していると私は思いますので、もう一度効果があ

らわれるような政策を考え、見直すべき時期に来ているのではないかと思うのですが、その辺の見

解をお願いします。 

○五十嵐吉也委員長 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（遠藤忠一君） お答えをいたします。 

  決算審査の中での質疑もあったというお話でございますけれども、きたかた応援大使制度は、市

のイメージアップや産業観光及び教育文化の振興等の本市の活性化を図るため、本市にゆかりのあ

る32名の大使に無報酬で委嘱しております。それぞれの活動を通して本市の魅力を発信していただ

いているわけであります。また、大使による講演会の開催や市幹部との意見交換会の実施などを通

して、本市の発展につながるさまざまなご助言や支援をいただいておりまして、大使の人脈を生か

した著名人の講演会の開催を実現することができるなど、本市にとって本当にありがたい、大変大

事な役割を担っていただいているものと考えております。 

  しかし、応援大使は第一線で活躍されている方が多くて、本市の開催する意見交換会に全て大使

の日程を合わせることは大変困難だということのため、出席率が低い大使もいらっしゃることも事

実でございます。現在、大使の任期は平成31年11月までとなっていることから、今後検討してまい

りたいと考えておりますけれども、まさに大使の委嘱ではなくて、個人的に喜多方をある組織の中

で応援してみたいという方もいっぱいいらっしゃいますので、定期的な大使の出席は確かに差があ

って少ないかもしれませんけれども、会議外でメールとか電話とか、あるいは個人的に訪れていた

だいてご指導いただくということもあるような状況でございますので、いずれにしても平成31年11

月までには多くの方々にまたご協力をいただいて、きたかた盛り上げ大使というような形で任命を

して頑張っていただきたいという形で考えておりますので、ご了承いただきたいと思います。 
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○五十嵐吉也委員長 菊地委員。 

○菊地とも子副委員長 それでは、きたかた盛り上げ大使ということでしっかりと取り組んでいただ

きたいと思いますし、大使の中では若い方がいないんですよね。だから、やはり若い方の考え方も

取り入れるような仕組みもつくっていただければと考えますけれども、その点はいかがでしょうか。 

○五十嵐吉也委員長 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（遠藤忠一君） 副委員長がおっしゃるとおり、今、若い感覚で行政運営をしていくというの

は、やはり将来を担うみずからが地域あるいはふるさと、ゆかりのある地域だということで当然だ

と思いますので、そういった意味では若い方にいろんなご助言をいただいてふるさと大使に就任し

ていただくということも大きな私は要因であるのではないかと思いますので、そういった形で今後

お願いする際にはそういったことも十分考慮しながら、喜多方のためにひとつお役に立っていただ

くふるさと大使をぜひ委嘱したいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。 

○五十嵐吉也委員長 他にご質疑ございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○五十嵐吉也委員長 ご質疑なしと認めます。 

  以上で総括質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩いたします。 

  これより委員による意見の取りまとめを行いますので、当局の皆さんは退席して結構でございま

す。 

  再開時刻は追って連絡いたします。 

    午後 １時３０分 休憩 

                                              

 


